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０．これまでの経緯

2020年度下期：IoTイノベーション推進委員会の活動終了予定に
伴い、今後の活動度方向性を検討開始 (理事会で報告)

2021年度上期：JEMIMA方針の1つ目「ニューノーマル時代のDX
推進による工業会活動の進化」を推進する為のDX推進
検討タスクフォースを設置し計画を立案
(7月、10月に理事会に報告)

2021年度下期： DX推進検討タスクフォースの各Grで具体的な計
画を検討、活動準備 (3月に理事会に報告)
活動状況、成果が分かるようにDXのページを開設

2022年度：具体的な計画に基づき活動実施(今回の理事会報告)
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１．目的、目標、成果、今後について

⚫ 目的
デジタル化と社会変革という世の中の節目に対し、DX推進による工業会活動の進化（21年度よりの３つの
方針）について当工業会での推進の方向と具体的展開を行う

⚫ 目標
・産業や社会インフラのDXにおいて、会員企業による付加価値の拡大を進め同時に会員企業を含む工業会
自身のDXも進め、両面に対する貢献を進めるための状況と考え方を整理(～10月)
・2つの領域(Internal DX, External DX)、5つの柱に整理し、推進体制は3つのWGに分けて取り組む。詳細は
別紙参照

⚫ 成果
・Internal DXの領域では工業会自身のDXを進化させる整備を行うととも,会員企業の取組みを具体例として
お話し頂くことで他にはない有益な講演会なった。External DXの領域では分野別の将来像として水素製造
プロセスについて調査資料をまとめ、個別課題としてデータ流通・品質の検討では医薬品関連でユースケー
スまとめを行った。これらは調査検討結果だけでなくその取組方法も有益でありJEMIMAで再利用し応用展
開して頂きたい。

⚫ 今後について
・2つの領域で一定の成果を出し、貢献できたと考えDX推進検討タスクフォースは完了とします。また今後の
フォローの担当を明確にしました。継続課題としてコト売りとデータの利活用について取り組みます。
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２．TF全体の活動について

⚫ 企画運営会議で各WGの活動を報告・共有(毎月)、委員長連絡会で情報共有(毎年11月)

⚫ 部会・委員会との連携
• 全委員会の困りごとをヒアリングし活動に反映(WG1)

• データ共有に関してレポートを出し、製品別部会と意見交換(WG3)

⚫ 展示会での発表
• IIFES2022(1月) JEMA、NECAとパネルディスッション 「DXについて」

• 計測展OSAKA2022(10月) SICE、NECAとパネルディスッション 「コト売り・人材育成」

⚫ NECAのモノづくり・コトづくり委員会とJEMIMAのコト売りPTで情報交換会

⚫ JEMIMAのサイトにDX関連のホームページを設け、関連資料、動画を掲載
(本報告の資料、動画も掲載予定)
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３．各WGの活動 ①WG1の活動について(吉澤副議長)
(DXツールなど活用方法、DX関連セミナー、講演会)
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（１）活動目的

 会員企業を含む工業会自身のDX推進(Internal DX)を目的とし、主に以下の活動を推進する。

① DX推進に関連するセミナー・講演会等を企画し、会員向けに開催。情報の共有化等に

より、会員企業を含めたJEMIMA全体のDX推進を図る。

② DXツール(Webex会議など)の操作、機能などの活用方法等を取り纏め、共有化すること

により更なるJEMIMA委員会活動の効率化と、活性化に繋げる。

（２）活動計画

① DX推進講演・情報交換会の開催・運営企画立案と実施

② JEMIMA Internal DX推進ツールの整備

③ その他（DX関連事項の抽出と検討）

https://www.jemima.or.jp/about/driveDX-index.html

※DX活動結果はこちらのQRコードからも閲覧可能です。
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（３）活動結果
① DX推進講演・情報交換会（会員向け）

  経産省講演1回、企業講演6回（13社）計7回 開催
（全7回講演会参加事前登録者延べ数（総数） 981名）

講演・情報交換会の模様を講演資料も含めホームページより配信
  登壇各社のDX推進に関する取組みを自社の推進の糧にしていただく為、
  JEMIMA HPより各社のDX取組み紹介記録動画および講演資料を会員向に配信。

登壇各社の講演をもう一度視聴されたい場合はこちらから
 ※閲覧には、会員ログイン用のIDとパスワードが必要です。

３．各WGの活動 ①WG1の活動について(吉澤副議長)
(DXツールなど活用方法、DX関連セミナー、講演会)

https://www.jemima.or.jp/about/JEMIMA-DX-seminar.html
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② JEMIMA Internal DX推進ツールの整備

「Web会議参加手引書」の作成

Webex（Cisco Systems,Inc.の登録商標）を使用した会議参加方法、操作方法を簡潔

に纏めた手引書を作成。

     Web会議参加手引書はこちらから

 ※資料の閲覧には、会員ログイン用のIDとパスワードが必要です。

「文書管理書庫マニュアル」（委員会ファイル管理操作マニュアル）の改定

   委員会活動にて利用されているJEMIMA文書管理システムの管理操作マニュアルを

5年ぶりに改訂。基本機能の操作方法は、この一冊が解決します。

 委員会ファイル管理操作マニュアルはこちらから

  ※資料の閲覧には、会員ログイン用のIDとパスワードが必要です。

３．各WGの活動 ①WG1の活動について(吉澤副議長)
(DXツールなど活用方法、DX関連セミナー、講演会)

https://www.jemima.or.jp/doc_manage/download.php?fc=20220707-00004&com=1
https://www.jemima.or.jp/doc_manage/download.php?fc=20230330-00039&com=1
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③ その他

  「Webex字幕機能（文字起こし）・翻訳機能の事前評価」

  委員会活動の工数削減の一つに議事録作成時間の低減ありと考え、Webexの持つ機能の一つである

字幕機能（文字起こし）の評価と世の中に存在する「AI議事録ソフト」の実態調査を実施。

調査結果を踏まえ、最新Verの翻訳機能付きWebexへ契約更新し、現在稼働中。

「委員会新規参加者向けご参考マニュアル」の発行

  4部会（委員会）より計24件の委員会活動における困りごと情報を収集、分類整理の

結果、5項目の重要希望項目を抽出し対策案を検討。その中で要望の高かった

新人委員の円滑な活動参加の為のJEMIMA手引き書を発行。

委員会新規参加者向けご参考マニュアルはこちらから

※資料の閲覧には、会員ログイン用のIDとパスワードが必要です。

（４）成果と今後について

① 成果であるDX推進講演・情報交換会（会員向け）の模様は、今後の活用を視野にHPに整備した。

②、③の成果であるマニュアルや検討結果は、適時改版を含め事務局で継続フォロー。

３．各WGの活動 ①WG1の活動について(吉澤副議長)
(DXツールなど活用方法、DX関連セミナー、講演会)

https://www.jemima.or.jp/doc_manage/download.php?fc=20220707-00005&com=1
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⚫目標 : 会員各社のDX化推進に参照となる市場分野の将来像をまとめる。

⚫活動期間：2021年10月～2023年3月（2022年度終了まで）

⚫ メンバー：リーダー 佐竹、事務局 辻Gr長、高木様（基本機能部会）、木村様（規制・制度部会）

米川様（政策課題部会）、三宅様（製品別部会）、柴田様（製品別部会）

⚫想定する成果物：選択した分野別の将来像、調査資料、（外部に公開可能な報告書）

◎活動スコープ

活動項目 FY2021 １H FY2021 ２H FY2022 １H FY2022 ２H

計画・目標設定 ◆ ◆

情報調査

情報共有手段構築

独自色検討

ドキュメント化

報告・発信 ◆TFへ 3WG共有 TFへ◆On Web

３．WG2の活動：分野別の将来像（ありたい姿）
［佐竹副議長］

予定 実績



⚫選択した分野：化学工業プロセス⇒エネルギー課題⇒水素製造プロセス

⚫情報調査

３．WG2の活動：分野別の将来像（ありたい姿）
［佐竹副議長］

関連団体・学協会発表
ロードマップ

アカデミア・
国立研究所・
コンソーシアム
調査研究発表

社会実装/グローバルトレンド

経済産業省
資源エネルギー庁
水素・燃料電池戦略
ロードマップ

政府発表
第６次エネルギー
基本計画

⚫現場見学調査：2023年1月30日

福島水素エネルギー研究フィールド（FH2R）



⚫成果物 活動報告書：全５０ページ予定

３．WG2の活動：分野別の将来像（ありたい姿）
［佐竹副議長］

⚫ 目次
１．はじめに；DXTF-WG2の位置づけ

２．目標と選定分野
  水素製造を選択した動機と背景情報

３．情報調査と結果
  メンバーによる深堀り結果、FH2R調査報告

４．電気計測機器の関り
  水素製造プロセスにおける計測情報と制御

５．DX活用への橋渡し
  電気計測機器とデジタライゼーション

６．おわりに
 活動のサマリー、メンバー全員からのコメント

⚫ 成果と今後について
電気計測機器と水素製造プロセスの今後の関りをま
とめた。調査資料および取組方法をJEMIMAの共通
資産化したため、再利用し応用展開して頂きたい。



．各WGの活動 ③WG3の活動について(宮沢)その1
(データ流通・品質、データの利活用の検討まとめ)

⚫ JEMIMA としてWG3の取り組み方の検討

・「計測は産業のマザーツール」という観点で、
具体的な事例検討が必要と考えた。

・aaSについて調査結果や委員会活動など参考

医薬品流通における温湿度マッピングデータ提
供サービス(コト売り)をユースケースとして検討
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⚫ データ共有へのJEMIMA の取り組みについて (報告書)

経済産業省のDX推進ガイドラインで書かれておりますが、

「データはデジタル技術と同じくらいまたはそれ以上に
重要です。・・・・・ますますデータ社会となります。」とあるこ
とから、２０２１年４月より先行してデータ共有に関して調査
し、下記のような項目、視点でまとめ、関係者に配布・説明
、HPでも公開しました。

1. 国（内閣府）の取り組み

2. 世界の取り組み

3. 製造分野のデータ流通

4. データ共有とJEMIMA の委員会との関係

5. 近未来のビジネス環境の想定

6. 考察：データ流通を検討するための論点例

国ではデータ連携の強化を重要な国策ととらえて、その促
進を図っており、その中核は一般社団法人データ社会推進
協議会（DSA）で、現在急ピッチで「分野間データ連携の実
装とデータ取引市場の創出」が行われています。分野内は
それぞれの業界団体がリードする必要があります。

⚫ データ社会推進協議会（DSA）への提言

・スマートシティーの事例(流量計)：データ品質

・(予)医薬品流通の事例：データ品質,メタデータ

⚫ 部会、委員会にデータ共有関連情報展開

・委員長連絡会等で説明

・製品別部会で展開、説明（デジタルプロダクト
パスポート,JCSS校正証明書のデジタル化など)

⚫ 関連技術(秘密計算など)の資料作成，展開



２．各WGの活動 ③WG3の活動について(宮沢)その２
(データ流通・品質関連の検討まとめ 具体的事例研究)
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⚫ 具体的事例研究はテーマとして計測トレーサビリティの見地
で、医薬品の物流倉庫における温度計測,提供するサービ
スビジネス着目し、ありたい姿、ユースケースとありそうなサ
ービスの検討を行いました。

1. ユースケースを検討(登場人物、物の流れ、データの流れ)

2. ユースケースを７つに分解して詳細を検討

3. データ取引市場のないケース、取引市場・サービス提供者のあるケース検討

4. 更に取引市場のあるケースでありそうなサービス想定

5. 特定のケースで深堀しDSAへの提案を検討

⚫ (予)データ共有社会と計測データ(報告書)

1. データ共有に関するJEMIMAの活動概要

2. データ共有の将来像と計測データ
① トレーサビリティ

② ユースケース

1. ありたい姿

2. ケース図

3. 便益（ありそうなサービスとそのデータ）

3. (一社)データ社会推進協議会(DSA)の取り組みと提案検討

4. 今後の課題

7つに分解したユースケースの例

⚫ 成果と今後について
成果としてデータ流通・品質関連資料をま
とめ、具体的事例研究を報告書とした。ま
た具体的事例研究について各委員会での取
組方の参考に活用頂きたい。⚫ データの利活用についてはDSAへの提案など、継続活動する別タ

スクフォースの発足予定



⚫ スマート保安検討WG

✓ プロセス産業分野のデータの利活用についてケースス
タディー(ありたい姿と便益(ありそうなサービス)図参照)

✓ 取組方について政府に提言(データの利活用)

✓ ユーザー団体(日化協)と意見交換、講演会

✓ エンジニアリング協会（ENAA）DXセミナーで講演（165
名参加）

３．各WGの活動 ③WG3の関連活動について(宮沢)
(サブスクライブ(aaS)、コト売りの検討、データの利活用)
⚫ 政策課題部会サブスクライブ(aaS)の検討)およびコト売り

検討PTについて

✓ aaSについて調査

✓ 会員向けアンケート結果よりテーマをコト売りに決定

◆ コト売りについて調査検討 ：中間報告とサブスク講演会
実施

✓ サブスク総研による講演会

✓ PTによる中間報告

・B2Bサービスの4分類と調査事例

・コト売りにおける代理店の役割り

・計測値を含むデータ

・利用規約（おさえるポイント）

・DXの視点でデータの
利活用（コトづくり）

など 申し込者：150名

・2023年度は、白書作成と

発表会を予定
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４．活動結果と今後について

Internal DX External DX

～2020年度 IoTイノベーション推進委員会 産業計測機
器システム
委員会 ス
マート保安
検討WG

2021年度 DX推進検討タスクフォース設置と計画立案

WG1 知財委員会

３．データ
発出者とし
ての知財権
確保の検討

WG２

４．分野別
の将来像
（ありたい
姿）(会合18

回)

WG3

５．データ流
通・品質の検
討まとめ (会
合18回)

政策課題部会

サブスクライ
ブ(aaS)の検
討

１．Webex

会議,DX

ツールなど
活用方法の
まとめ(会合
14回)

２．DX推進

に必要なセ
ミナー、講
演会を企画
し7回実施

2022年度
コト売り検討
PT

2023年度～ 事務局で継
続フォロー

事務局で継
続フォロー

各委員会で
活用

各委員会で活用
別TFで一部継続

成果 マニュアル
類整備

各社の取組
資料,動画

活動報告,提
言

活動報告書 活動報告書
DSAに提言

活動報告書
講演会

活動報告書
政府に提言
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⚫ 2つの領域、5つの柱を3つのWGの推進体制で取組み、関連部門とも協力して一定の成果を出した。
⚫ コト売り検討PTは２年間の計画で発足しており、企画運営会議の下で2023年度も活動を継続する。
⚫ WG1(ツール)の成果は事務局で継続して頂き、WG2,3の成果は各委員会活動の中で活用頂きたい。
また WG3関連ではデータの利活用について継続活動するタスクフォースの発足予定

：連携



お礼：下記のメンバーおよび多くのJEMIMA関係者に多くの
時間を割いて頂き感謝いたします。

実
動
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

WG
リーダー
事務局

活動内容
企画運営会議メンバー (部会担当)

必要に応じて専門家
(委員長,委員,その他)基本機能部会 規制・制度部会 政策課題部会 製品別部会

WG1
リーダー：
吉澤副議長
事務局：
赤羽Gr長

１．Webex会議,DXツール
など活用方法のまとめ

２．DX推進に必要な
セミナー・講演会を企画

前山 剛輝様
㈱小野測器

藤野 洋明様
大崎電気工業㈱

小熊 仁様
田丸 健一様
㈱オーバル

為谷調査役
JEMIMA

・.企画運営会議各社
でのDXの取り組みを
紹介頂いた。

WG2
リーダー：
佐竹副議長
事務局：
辻Gr長

4.分野別の将来像（ありたい
姿）

高木 正行様
日置電機㈱

木村 尚司様
㈱チノー

米川 勲様
富士電機

三宅 康太様
ハカルプラス㈱
柴田 浩司様
東芝インフラシス
テムズ㈱

・福島水素エネル
ギー研究フィールド 
現地視察時に専門家
から意見を伺う

WG3
リーダー：
宮沢議長
事務局：
井上Gr長

5.課題、
テーマ
ごとの
調査、
検討

・データ流通・品質の
検討まとめ

永岡 義浩様
島津システムソ
リューションズ㈱

中村 嘉之様
菊水電子工業㈱

米川 勲様
富士電機㈱

辻Gr長
JEMIMA

・松本高治様（TC65
国内委員会委員長）
・丸橋克則様(㈱チ
ノー有識者)

・サブスクライブ
(aaS)、コト売りの
検討

・政策課題部会で特定目的組織の設立
・サブスクライブ(aaS)の検討 (政策課題部会石松部会長代理(富士電機)、部会担当井上Gr長)
・コト売り検討PT (リーダ中村裕介様(富士電機)、部会担当井上Gr長)

３．データ発出者としての
知財権確保の検討

知的財産権委員会年度計画で活動
(中澤委員長（オーバル）、委員会担当赤羽Gr長)


	スライド 1: DX推進検討タスクフォース 2021, 2022年度活動結果(完了) 企画運営会議 議長　宮沢敬冶　アズビル㈱ 副議長　佐竹　司　㈱堀場製作所 副議長　吉澤　充　横河電機㈱
	スライド 2: 目次
	スライド 3: ０．これまでの経緯
	スライド 4: １．目的、目標、成果、今後について
	スライド 5: ２．TF全体の活動について
	スライド 6: ３．各WGの活動　①WG1の活動について(吉澤副議長) 　(DXツールなど活用方法、DX関連セミナー、講演会)　
	スライド 7: ３．各WGの活動　①WG1の活動について(吉澤副議長) 　(DXツールなど活用方法、DX関連セミナー、講演会)　
	スライド 8: ３．各WGの活動　①WG1の活動について(吉澤副議長) 　(DXツールなど活用方法、DX関連セミナー、講演会)　
	スライド 9: ３．各WGの活動　①WG1の活動について(吉澤副議長) 　(DXツールなど活用方法、DX関連セミナー、講演会)　
	スライド 10: ◎活動スコープ
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13: ．各WGの活動　③WG3の活動について(宮沢)その1 　　(データ流通・品質、データの利活用の検討まとめ)
	スライド 14: ２．各WGの活動　③WG3の活動について(宮沢)その２ 　　　(データ流通・品質関連の検討まとめ　具体的事例研究)
	スライド 15: ３．各WGの活動　③WG3の関連活動について(宮沢) (サブスクライブ(aaS)、コト売りの検討、データの利活用)
	スライド 16: ４．活動結果と今後について
	スライド 17: お礼：下記のメンバーおよび多くのJEMIMA関係者に多くの時間を割いて頂き感謝いたします。

